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マ
イ
ケ
ル
．
Ｂ
・
Ａ
・
オ
ー
ル
ド
ス
ト
ー
ン
著
、
二
宮
陸
雄
訳

「
ウ
ィ
ル
ス
の
脅
威
Ｉ
人
類
の
長
い
戦
い
』

こ
れ
ま
で
感
染
症
に
関
す
る
多
く
の
歴
史
害
乃
至
解
説
書
が
出
さ
れ

て
来
た
が
、
細
菌
感
染
症
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
区
別
す
る
こ
と
な
く

記
載
さ
れ
て
き
た
。
ウ
イ
ル
ス
が
細
菌
と
異
な
る
微
生
物
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
は
一
九
世
紀
末
で
あ
る
が
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

と
そ
の
対
策
は
細
菌
感
染
症
と
は
本
質
的
に
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
最

近
に
な
っ
て
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
史
と
し
て
別
個
に
取
り
組
ま
れ
る
に
至

っ
た
。
例
え
ば
一
九
七
八
年
に
英
国
で
出
版
さ
れ
た
ウ
ォ
ー
タ
ー
ソ
ン
、

ゥ
イ
ル
キ
ン
ソ
ン
共
著
の
「
見
え
ざ
る
病
原
体
を
追
っ
て
」
の
訳
本
（
吉

岡
書
店
、
一
九
八
七
）
、
一
九
九
四
年
に
米
国
で
出
版
さ
れ
た
ピ
ー
タ
・
ラ

デ
ッ
キ
ー
著
「
ウ
イ
ル
ス
の
追
跡
者
た
ち
」
の
訳
本
（
胄
土
社
、
一
九
九
七
）

な
ど
で
あ
る
が
、
本
書
は
そ
れ
ら
に
続
い
て
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
史
と
と

も
に
ゥ
イ
ル
ス
感
染
症
の
現
状
と
ウ
イ
ル
ス
学
の
最
新
情
報
を
も
一
般

に
伝
え
る
も
の
（
原
著
は
一
九
九
八
年
）
に
な
っ
て
い
る
。

ゥ
イ
ル
ス
感
染
症
史
の
黎
明
期
の
舞
台
は
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
専

ら
ョ
－
ロ
ッ
パ
で
あ
っ
た
。
二
○
世
紀
初
頭
、
米
国
の
リ
ー
ド
と
キ
ャ

ロ
ル
が
黄
熱
の
病
原
体
が
細
菌
濾
過
器
を
通
過
す
る
こ
と
を
見
出
し
た

の
が
、
最
初
の
人
の
病
原
ウ
イ
ル
ス
の
報
告
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
以
降

二
○
世
紀
は
米
国
が
世
界
に
お
け
る
ウ
イ
ル
ス
学
の
主
流
を
占
め
る
に

至
っ
た
。
著
者
の
オ
ー
ル
ド
ス
ト
ー
ン
は
そ
の
後
半
の
半
世
紀
を
米
国

の
ウ
イ
ル
ス
研
究
者
と
し
て
現
在
に
至
る
ま
で
活
躍
を
続
け
て
い
る
一

人
で
あ
り
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
の
戦
い
は
そ
の
問
の
自
ら
の
体
験
は

も
と
よ
り
、
身
近
な
人
脈
を
通
し
た
情
報
に
基
づ
い
た
も
の
で
も
あ
る
。

そ
れ
だ
け
に
米
国
の
ウ
イ
ル
ス
研
究
者
と
そ
の
研
究
成
果
を
や
や
強
調

す
る
も
の
に
は
な
っ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
多
く
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
研
究
者
の
間
の
研
究
成
果
を
巡
る
微
妙

な
人
間
関
係
や
黄
熱
の
病
原
体
が
蚊
の
媒
介
に
よ
る
こ
と
を
自
ら
の
人

体
実
験
で
立
証
し
て
黄
熱
死
す
る
劇
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
、
極
め
て

迫
力
の
あ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

本
書
の
前
半
は
、
天
然
痘
、
黄
熱
、
麻
疹
、
ポ
リ
オ
の
四
疾
患
に
焦

点
を
あ
て
、
人
類
の
歴
史
を
変
え
る
程
の
惨
禍
と
ワ
ク
チ
ン
開
発
に
よ

る
対
策
の
成
功
物
語
が
述
べ
ら
れ
、
後
半
は
プ
リ
オ
ン
（
ウ
イ
ル
ス
と
は

異
な
る
新
た
な
病
原
体
）
と
と
も
に
い
く
つ
か
の
新
興
ウ
イ
ル
ス
（
新
た
に

見
出
さ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
の
こ
と
で
、
こ
こ
で
は
ラ
ッ
サ
熱
ウ
イ
ル
ス
、
ハ
ン
タ

ウ
イ
ル
ス
、
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
出
血
熱
を
も
た
ら
す
ウ
イ
ル
ス
と
エ
イ

ズ
の
病
原
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
が
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
）
や
再
興
ウ
イ
ル
ス
と
し
て
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
と
の

戦
い
の
現
状
を
伝
え
、
更
に
未
来
へ
の
視
点
と
し
て
持
続
感
染
を
も
た

ら
す
ウ
イ
ル
ス
に
ま
で
言
及
し
て
い
る
。
即
ち
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
そ

の
対
策
に
関
す
る
過
去
、
現
在
、
未
来
に
つ
い
て
平
易
な
表
現
を
用
い

て
現
代
ウ
イ
ル
ス
学
に
基
づ
く
学
術
的
な
解
説
書
と
も
な
っ
て
い
る
。

特
に
医
学
生
と
と
も
に
医
療
関
係
者
に
一
読
を
勧
め
た
い
。
又
ウ
イ
ル

ス
の
専
門
家
の
教
養
害
と
し
て
も
有
用
な
も
の
で
あ
る
。
特
に
本
書
に

は
、
ウ
イ
ル
ス
と
免
疫
に
関
す
る
可
成
高
度
な
解
説
文
が
付
記
さ
れ
て

お
り
、
本
害
の
よ
り
深
い
理
解
は
も
と
よ
り
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
そ

の
対
策
の
独
自
性
を
理
解
す
る
上
に
も
有
用
な
項
目
と
な
っ
て
い
る
。
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な
お
邦
訳
さ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
学
、
免
疫
学
な
ど
の
学
術
用
語
は
可
成
専

門
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
正
確
な
用
語
と
な
っ
て
い
る
。

著
者
は
最
後
に
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
そ
の
対
応
が
人
類
の
歴
史
に
大

き
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
こ
と
を
述
べ
、
続
い
て
「
人
類
の
輝
け
る
歴

史
は
、
戦
争
に
勝
っ
た
こ
と
で
も
な
く
、
王
朝
が
で
き
た
こ
と
で
も
な

く
、
ま
た
財
閥
帝
国
が
築
か
れ
た
こ
と
で
も
な
く
、
人
類
の
生
活
状
況

の
向
上
に
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
健
康
を
侵
す
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
を
根
絶

す
る
こ
と
が
文
明
の
成
功
の
王
道
で
あ
っ
て
、
こ
の
責
務
を
遂
行
す
る

人
び
と
こ
そ
勇
気
あ
る
新
し
い
世
界
へ
の
真
の
航
海
者
と
な
ろ
う
。
」
と

結
ん
で
い
る
。

こ
の
優
れ
た
著
書
を
邦
訳
さ
れ
た
二
宮
陸
雄
先
生
は
、
こ
れ
ま
で
多

数
の
著
書
訳
書
を
出
し
て
お
ら
れ
る
が
、
最
近
で
は
人
類
に
最
大
の
惨

禍
を
も
た
ら
し
た
天
然
痘
に
対
す
る
予
防
ワ
ク
チ
ン
で
あ
る
種
痘
法
の

普
及
に
壼
痒
し
た
わ
が
国
に
お
け
る
先
覚
的
藺
方
医
（
北
条
諒
斎
、
桑
田

立
斎
ら
）
を
紹
介
す
る
著
書
（
「
天
然
痘
に
挑
む
」
平
河
出
版
社
一
九
九
七
、

「
桑
田
立
斎
先
生
」
桑
田
立
斎
先
生
顕
彰
会
一
九
九
八
）
を
著
し
て
お
ら
れ

る
。
二
宮
先
生
が
こ
の
著
書
の
訳
に
取
り
組
ま
れ
た
の
も
オ
ー
ル
ド
ス

ト
ー
ン
が
最
後
に
述
べ
て
い
る
よ
う
に
天
然
痘
が
根
絶
さ
れ
、
い
く
つ

か
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
制
御
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
そ
の
根
絶
や
制
御

に
向
け
て
壼
痒
し
た
多
く
の
先
人
の
よ
う
に
、
新
た
な
人
類
の
脅
威
と

な
っ
て
い
る
エ
イ
ズ
な
ど
多
様
な
新
興
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
制
御
に
関

心
を
抱
き
真
蟄
に
取
り
組
む
研
究
者
の
で
る
こ
と
を
期
待
し
て
の
こ
と

で
あ
ろ
う
。

（
加
藤
四
郎
）

〔
岩
波
書
店
、
東
京
都
千
代
田
区
一
ッ
橋
二
’
五
’
五
、
電
話
○
三
’
五
二
一

「
北
里
柴
三
郎
」

本
書
に
は
副
題
「
破
傷
風
菌
論
」
が
あ
り
、
扉
を
開
く
と
書
名
の
上

に
「
能
動
知
性
」
１
「
生
の
場
」
と
も
付
し
て
あ
り
、
著
者
に
は
「
北

里
柴
三
郎
・
中
村
桂
子
」
と
あ
る
。
哲
学
書
房
の
意
欲
的
な
企
画
で
始

ま
る
叢
書
第
一
期
十
巻
の
第
一
巻
と
し
て
昨
年
十
二
月
に
発
刊
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
こ
の
約
百
年
間
の
日
本
の
知
性
と
し
て
次
は
呉
秀
三
、

そ
の
後
寺
田
寅
彦
、
西
田
幾
多
郎
、
夏
目
漱
石
、
福
沢
諭
吉
等
が
予
定

さ
れ
て
い
る
と
の
事
で
あ
る
。

中
村
氏
は
著
名
な
生
命
科
学
者
で
、
生
命
誌
研
究
館
副
館
長
と
し
て

著
作
そ
の
他
種
々
活
躍
を
し
て
お
ら
れ
る
事
は
周
知
の
事
で
あ
る
。

先
ず
本
書
の
特
徴
を
あ
げ
る
。

一
北
里
柴
三
郎
（
以
下
「
北
里
」
）
に
つ
い
て
の
評
伝
な
ど
は
出
版
さ
れ

て
い
る
が
、
北
里
学
派
と
も
言
う
べ
き
北
里
関
係
の
医
師
以
外
の
自
然

科
学
者
の
執
筆
は
最
初
で
あ
り
、
評
伝
の
他
に
微
生
物
学
の
発
展
や
日

本
の
科
学
と
社
会
と
の
関
係
な
ど
種
々
提
言
も
述
べ
て
い
る
。

二
続
い
て
「
北
里
」
の
「
破
傷
風
菌
論
」
と
し
て
ド
イ
ツ
で
の
業
績

な
ど
主
な
日
本
で
の
演
説
な
ど
の
全
文
の
他
欧
文
も
含
め
発
表
論
文
、

著
書
、
文
献
な
ど
が
詳
細
に
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
続
い
て
順
天
堂
大
学

医
学
部
医
史
学
研
究
室
の
月
澤
美
代
子
氏
に
よ
る
解
説
が
あ
る
。

○
’
四
○
○
○
、
発
行
一
九
九
九
年
一
二
月
一
六
日
、
Ｂ
５
判
、
本
文
二
七

八
頁
、
定
価
二
、
八
○
○
円
〕

中
村
桂
子
著


